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公
設
室
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申
虫
由
瓶
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習

議

後

俳

町

議
擢
〈
秘
会
抑
制

ボ
i
イ
ス
カ
ウ
ト

成
人
綴
導
者
募
集

然
災
ザ
サ
蜘
附
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
会

総
一
銭
で
は
成
人
綴
滋
獲
を
務

組
捕
し
て
お
き
ま
す
。

資
絡
は
町
内
氏
仲
は
か
断
河
女
で
す

な
お
、
終
し
い
開
問
い
合
せ
は

緩
m
制
緩
醐
澗
〈
総
省
嗣
一

O
問問)

公
民
帥
聞
の
拍
民
間
同
を
希
望
主
れ

る
万
は
、
出
甲
一
務
委
〈
問
問
時
勝
し
で

あ
る
〉
に
所
築
家
樹
慌
を
開
削
減
の

土
、
教
育
唱
間
関
例
会
A
W
線
一
時
を
受

片付る
ζ
と
に
な

h
ま
す
の
で
、

数
噛
悶
腕
明
険
会
事
務
局
ま
た
は
公

民
館
一
撃
務
局
に
お
問
い
合
せ
く

ピ
き
い
。
会
終
的
問
巻
附
飢
餓
ず
る

擦
の
注
慾
に
つ
い
て
は
、
そ
の

主
義
お
綴
し
し
ま
す
。

会
問
問
附
開
の
佼

期
間
創
刊
は
、
別
掲

の
と
お
ち
で
使

用
許
可
の
際
w
h

総
入
し
ま
す
0

0
公
開
拭
帥
賄
側
開
銀

武闘
館
式
は
、

九
月
七
日
々
的
融

十
棋
吋
か
ら
公
災

斡
路
管
持
争
体
り
し
ま

す
が
、
瀦
ヱ
会

の
油
開
禁
を
得
て

沿
道
の
綴
ち
つ

け
と
、
波
紋
制
問

掛
腕
資
制
期
大
会
を

乱
調
凶
問
帥
閥
広
場
で

行
な
い
ま
す
。
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「
敬
老
の
日
」

老

人

母

今
線
は
九
日
月
十
五
日
が
「
数

務
の
羽
」
と
な
ち
国
四
国
の
柄
欄
門
闘

と
江
hJま
し
に
。

ζ
れ
者
側
仙
殺

し
て
「
み
ん
な
が
つ
く
ろ
う
殺

し
い
老
後
い
脅
モ
ッ
ト
ー
に
老

人
綴
絞
澗
期
総
〈
九
月
十
五
日
H

か

ら
に
ふ
ふ
日
)
の
還
時
期
を
後
方

に
進
め
、
多
年
に
わ
た
ち
説
会

に
貢
献
し
て
き
た
殺
人
骨
総
同
時

ζ

ぞ
っ
て
絞
幾
し
、
H
R
楽
を
制
部

う
と
と
も
に
、
単
品
人
自
ら
も
叉

砂
押
の
帥
間
耐
酬
を
同
部
品
討
し
、
長
い
闘

の
知
識
と
体
験
吾
役
会
に
偽
札
作
品

て
る
よ
う
務
め
て
も
ら
う
た
め

と
、
緩
い
欄
削
除
判
腕
の
手
一
つ
で

手
掛
問
を
波
誠
聞
に
育
て
あ
げ
て
き

た
母
子
家
総
の
お
母
き
ま
方
の

悶
闘
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
慾
鈴

で
、
我
孫
子
附
開
設
会
綴
税
協
畿

会
、
民
生
被
災
総
緩
ん
潟
、
母
子

務
部
札
機
滋
働
駅
員
会
に
よ
る
老

人
、
母
子
橋
被
大
会
を
九
汚
十

五
尽
に
我
孫
子
第
一
小
学
校
総

笈
と
布
役
小
学
制
制
緩
然
の
一
一
つ

の
会
場
で
蹴
賀
線
機
の
倒
防
念
品
制
摺

援
な
ど
の
執
慨
に
輪
開
廿
去
を
し
て
一

は
問
問
じ
官
叩
佐
大
作
に
十
拙
棋
の
附
叫

鋭
校
申
喝
を
新
築
中
で
す
。

ζ

の
住
宅
は
去
十
一

e

八
平

方
米
、
然
日
〕
棚
機
仲
札
織
で
六
袋
、

m
悶閥腿学、
A
W
滅
、
品
市
議
な
ど
が

あ
り
、
十
月
来
に
完
成
の
予
終

で
r
d
o

学
校
新
線
機
築
工
事

の
状
況

本
線
疫
の
教
育
関
係
の
予
樹
鮮

は
、
学
校
移
設
の
潟
市
究
w
h
力
者

入
れ
て
組
ま
れ
て
お
ち
、
倒
閣
総

各
ヱ
一
曜
と
も
綴
織
に
ぷ
惑
が
進

福

祉

大

口
問
告
期
制
し
く
沼
地
ご
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

参
加
さ
れ
る
方
叫
仏
、
附
則
的
に

往
む
六
十
一
九
攻
以
ぷ
mw
単
品
入
と

母
子
家
絞
め
方
々
で
す
。

な
ね
刷
、
緩
か
ら
の
長
寿
容
に

対
す
る
割
削
A

否
問
を
受
け
ら
れ
る

方
と
、
酎
刊
か
ら
の
絞
務
余
を
時
X

M

り
ら
れ
る
方
は
次
の
と
お
ち
で

す。内》割問織柑剣山品川口陥同文相稿者
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才
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縁仏枕
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盟
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〈
九
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総
本

榎
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〈
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十
汝
〉
潟
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内
中
臨
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〈
九
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才
〉
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録
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〉

A
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服
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久
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湯

(中脇陣
)
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府
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ゆ
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〈
中
型
V

A
出
問
綴
制
抑
塚
治
(
布
役
)

A

A

森

関
与
側
関
相
時
(
布
佐
下
新
悶
。

A
H
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〉

A
総
決

ひ
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〈
布
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〉

A
畿
弁
ζ
う
〈
制
問
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A
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名
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品
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〈
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線
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A
海
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緩
ち
ょ
{
市
市
品
卸
〉
企
絵
本
健

常
斑
〈
術
品
町
V
A小
林
ち
ん
〈
門
日

需対
)
A富
田
む
つ
(
布
役
〉
ゑ
波

留
か
の
ハ
務
〉

A
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訓
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山
市
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芳
朗
酷
新
築
ヱ
療
は
樹
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綴
義
礎
工
官
宇
治
で
す
。
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b
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設

さ

山

一

九

月

七

日

開

館

式

問
ウ
我
孫
子
附
間
取
る
災
公
開
削
餓
新
築
工
禁
法
、
本
年
一
廷
が
ち
総
ぷ
由
民
一
一
一
千
三
百
八
十
万
問
脅
か
け
て
幾
め
ち
れ
て
い
ま
し
た
が
、

開
。
こ
の
ほ
ど
潟
闘
の
齢
部
品
地
盤
織
を
残
し
完
成
し
、
九
月
じ
自
に
間
関
抽
出
式
を
行
な
う
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
。

軸

O

ζ

の
側
側
抑
制
球
岳
地
税
き
ん
と
い
っ
し
ょ
%
波
う
た
め
随
ヱ
会
で
は
カ
ッ
パ
後
端
棋
な
ど
の
縦
し
を
行
な
い
ま
す
。

一
炉

O

と
の
会
終
的
聞
は
、
全
日
村
本
線
先
制
問
滋
総
式
会
社
の
埋
丘
地
で
あ
号
、
附
叫
が
寄
織
を
受
け
た
殺
孫
子
組
制
緩
mw
一
角
氏
時
間
設
さ
れ

一戸
F

O

た
も
の
で
、
全
日
本
繁
栄
側
関
融
開
株
式
会
款
の
掠
封
書
単
に
よ
り
、
鈴
綴
き
れ
る
ζ
と
に
な
っ
て
お
ち
設
す
e

一
暢

O

次
托
公
{
気
山
路
の
惜
刑
判
摘
と
俊
一
燃
料
円
前
噌
に
つ
い
て
お
銭
外
り
せ
い
た
し
ま
す
む

一

哨

@

公

民

績

の

融

情

論

調

.

す

。

国

貝

と

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

第

一
叫
平
}
綿
阿
附
者
数
燃
の
上
と
覧
い
和
制
緩
同
柏
、
十
二
閑
盛
一
ニ
開
問
と
六
一
一
、
銭
円
吋
門
会
鍋
間
出
品
者
あ
わ
せ
て

珂
た
だ
け
れ
ば
よ
く
わ
か
ち
ま
す
緩
め
ヌ
畿
が
あ
ち
ま
し
て
玄
十
利
燃
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

吋
よ
う
に
、
一
向
間
態
鉄
耐
腐
っ
ン
ク
弱
者
定
員
と
し
て
お
り
ま
す
@
粉
談
窓
は
、
い
ろ
い
ろ
の
桜

山
間
守
1
ト
迭
で
怒
坪
は
、
八
七
人
図
書
室
は
、
瀦
夜
糾
W
W
悶
掛
税
制
民
談
に
利
用
で
き
設
す
し
、

m
m
笈

悼
平
方
メ
ー
ト
ル
、
中
附
臓
が
一
一
誠
会
に
あ
る
約
三
夜
紛
の
際
品
輸
を
由
由
一
は
、
小
中
学
時
ん
者
対
桶
都
民
解

同

0
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
も
っ
て
潟
緩
い
た
し
ま
す
が
将
放
い
た
し
ま
す
a

議
務
室
、
応

蜘

ζ
m
w
公
開
郎
総
mw
一
番
大
き
な
然
は
、
町
作
品
開
問
委
銭
げ
件
発
展
意
後
媛
、
縫
麹
入
室
は
余
震
・
綴
の

蜘
綴
は
、
時
間
笈
で
三
百
名
を
た
閥
同
社
切
る
計
出
闘
で
徐
々
に
港
開
摘
し
て
緩
滋
と
浴
時
間
の
た
め
柑
税
関
対
す
る

蜘
と
し
て
、
体
育
ホ
ー
ん
を
縮
小
ね
い
く
予
定
で
す
@
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

噛
て
お
り
ま
す
の
守
、
シ
ャ
ワ
ー
脅
さ
ん
の
総
蜘
憾
の
が
で
、
ご

事

政

1
ム
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
が
等
同
問
い
た
だ
け
る
本
が
あ
ち
ま

酔
つ
い
て
お
ち
ま
す
。
実
酒
田
中
揖
は
し
に
ら
ど
ん
な
本
で
も
結
措
備
で

輔
、
制
約
制
盟
、
和
世
仲
裁
の
欝
盟
百
が
で
す
か
ら
ご
二
報
下
さ
い
。
附
関
野

哨
器
、
定
員
は
五
十
名
、
資
料
判
的
識
が
お
伺
い
し
て
察
ん
で
C
持制限

軸
犯
は
、
本
潟
市
り
削
隣
市
民
的
資
料
で
を
お
受
け
い
に
し
ま
す
。

同
あ
る
中
白
崎
恨
の
後
十
一
口
抑
制
噌
を
主
と
会
総
滋
は
、
細
部
一
品
会
議
室
ま

同
し
て
殿
町
燃
す
る
乱
射
一
織
で
お
り
ま
で
あ
っ
て
}
笠
ニ
十
玄
名
の
定
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辺
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崎

山

欄

喝

7

酬

明

ハ

MUW

酬

積

噌

萄

写宮高
a
i
l
-
-
〈
友
之
〉
幅
制
籍

取
の
附
問
料
開
仲
間
機

(
お
上
)
緩
急

小
学
校
特
殊
数

場
一
〈
以
・
mmw

狭
間
問
小
給
食
慾
一

〈
十
以
下
)
我
中

体
育
抽
出
議
績
工

事
〈
右
下
〉

約
二
小
絞
殺
線

級
ぷ
滋

と
の
場
合
服
ぜ
山
叫
し
の
ベ
片
山
砧

新
し
い
電
話
機
が
瞬
間
り
ま
す
が

お
話
を
す
る
腕
吋
は
、
い
ま
ま
で

の
縫
箔
拙
偶
者
初
抑
制
問
い
く
だ
さ
い

縁
舟
財
務
総
総
務
幽
怖
を
寂
ち
つ
け

ま
す
と
滋
識
の
感
度
が
や
や
緩

く
な
ち
ま
す
か
ら
、
お
か
げ
に

な
る
待
は
今
ま
明
、
よ
り
患
い
く

ぶ
ん
強
く
然
好
奇
滋
っ
て
く
だ

ー
、
。

ー

も
縁
取
り
か
え
た
新
し
い
浴
料
耐
の

ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
と
、
蝋
開
榊
慨

に
故
障
を
起
し
、
僚
級
品
高
記
坊

ち
か
え
る
と
き
使
え
な
く
な
る

と
と
が
あ
ち
ま
す
。

・
ダ
イ
ヤ
ル
は
絶
対
に
ま
わ

さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

な
お
、
お
ザ
ず
柑
輔
の
お
い
で
の

家
撲
で
は
、
紙
付
託
注
愈
し
て

く
だ
事
い
。

務中
9

吋
同
月
附
明
か
ち
慈
し
い
同
階
級

が
う
ま
く
つ
な
が
る
か
ど
う
か

を
譲
べ
る
た
め
、
…
品
開
問
務
総
か

ら
お
際
び
し
て
紳
納
験
奇
し
ま
す

の
で
と
綴
カ
く
だ
古
い
。

な
れ
料
、
中
向
い
緩
話
績
は
き
ち

か
え
後
、
取
ち
は
ず
し
に
う
か

が
い
ま
す
。
そ
の
絡
む
不
畿
の

点
は
、
務
孫
子
務
総
潟
か
、
約

掛
堪
蛸
雑
緩
榔
側
関
刷
機
業
謀
総
入
係
へ

お
開
問
い
合
せ
〈
だ
さ
い
。



青

少

年

非

行

化

交

友

関

採

が

原

因

八
月
か
ら
九
月
が
大
切
な
と
き

が
ふ
え
て
い
る
ζ

と
告
も
の
絡
す
。

っ
て
い
ま
す
。

ζ
れ
ら
者
総
合
す
る
と
、
炎

ま
た
、
狩
少
線
旅
行
の
原
因
友
昭
関
係
が
榔
m
h
y
絡
の
然
行
犯
に

は
、
と
い
う
附
四
回
刊
に
は
、
つ
は
が
る
議
会
が
多
く
、
久
同
月

炎
笈
側
関
係
、
潟
屈
の
濠
袋
、
マ
か
ら
九
日
月
に
か
け
で
が
〕
番
多

ス
・
コ
ミ
の
彰
繕
な
ど
に
悶
闘
を
く
で
て
い
ま
す
@

求
め
て
い
る
者
が
六
十
パ

i
令
交
友
間
関
係
な
ど
に
よ
く
仲
間
怒

ン
ト
以
上
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
し
て
、
周
附
閣
の
綴
か
い
環
境
の
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長
い
夏
休
み
も
殺
h
，
子
供
た

ち
に
ゐ
品
悼
み

-mに
い
ろ
い
ろ
な

炎
友
嗣
関
係
が
あ
っ
た
ζ
と
と
岡
部

い
ま
す
が
、

ζ
乙
で
務
夜
間
題

に
な
っ
て
い
る
脅
少
年
の
非
行

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

管
少
年
の
非
行
に
は
し
る
綴

開
闘
の
多
〈
は
交
友
闘
関
係
か
ち
な

る
ζ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
時
都
渋
釣
に
み
て
も
資
少

伴
滞
お
は
夏
休
み
か
ら
ニ
学
綴

に
か
け
て
が
一
議
多
く
で
て
い

ま
す
。と
ζ
明
、
附
叶
絡
む
奪
少
年
非
.
行

作
加
に
対
す
る
紋
論
理
調
査
を
相
問
介

し
ま
し
ょ
う
。

馬車遂事
H
少
年
非
行
は
ふ
え
て

い
る
か
と
い
手
線
開
附
に
、
ふ
え

て
い
る
と
答
え
た
殺
が
全
体
の

八
十
パ

i
セ
ン
ト
壱
上
回
っ
て

い
ま
す
。

ζ

れ
は
マ
ス
・
コ
ミ
に
よ
っ

て
そ
う
い
う
綴
じ
告
も
つ
に
い

た
っ
た
と
い
う
綴
と
、
身
近
な

ζ
と
か
告
と
い
号
都
世
が
多
い
こ

と
は
、
出
問
燃
に
青
少
年
の
発
行

び~ 綴広

第 3事選少年野球大会

童書3U芸少年喜子主主大会は、 8月18録、 19設の2日

書蓄にかたち務北中学校グランドで行なわれました

あを鮒ますような炎?;:rでそをチ』ムとも貴子プレー
の主主主語1.'1主舎が没めちれ、少年イーグルス〈滞i北
小〉が3絡淡憲章緩綴しました。

防
災
は
日
頃
の
心
が
け

九
月
一
日
は
、
総
災
の
お
で
災
噛
習
に
対
す
る
対
策
な
ど
安
哨
揮

す
。
と
れ
ば
削
閉
山
相
一
一
一
十
日
本
日
略
化
後
明
、
総
し
ム
材
料
っ
て
、
被
務
を
綾

絞
け
ち
れ
た
も
の
で
、
伊
ぬ
く
出
掛
少
問
問
に
抑
制
「
ζ
と
奇
心
掛
剖
け
ま

悶
院
が
品
開
制
料
、
地
震
、
荷
崩
樹
、
補
仰
し
よ
う
陛

波
な
ど
出
回
特
捕
の
災
響
w
h
対
し
て

の
認
識
を
緩
め
、
ふ
だ
ん
か
ら

と
れ
ら
の
相
庶
務
に
対
す
る
心
縫

え
れ
智
持
た
せ
る
ζ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

凪
駅
近
は
、
自
然
mw
災
後
に
加

え
て
、
大
雨
が
時
阿
る
た
び
に
慾

遣
の
役
宅
織
な
ど
の
ま
砂
の
流

出
後
擦
が
出
向
て
い
ま
す
。

と
れ
与
謝
執
た
ち
ゅ
身
の
ま
わ

り

κは
、
い
つ
る
災
擦
が
つ
き

ま
と
っ
て
い
ま
す
。
叶
災
機
は

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
な

ど
と
滋
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
防

災
の
読
に
か
ぎ
ら
ず
口
M

開
明
か
ら

ゆ
で
閥
ザ
く
学
校
然
活
に
慣
れ
て

ιれ
ま
で
の
よ
う
に
楽
し
い
俊

治
を
送
れ
る
よ
う
に
見
守
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

知
今
ぬ
拘
ω
貌
た
ち
ば
か

9

a
n
 

脇
概
授
の
炎
議
事
故
は
、
日
殺

し
に
殺
し
き
を
ま
し
各
泌
で
綴

役
者
が
山
山
て
い
い
ま
す
が
、
あ
ん
与

た
め
て
交
描
取
組
踊
削
剥
mw
毅
商
問
悦
を

制
組
織
糊
寄
せ
ち
れ
ま
す
9

ヂ
抑
偶
然
で
も
録
時
月
十
日
を
交

滋
仙
賞
金
山
の
目
と
定
め
て
交
噛
週
後

入
拡
奇
醐
附
間
開
会
崎
沖
げ
私
的
中
き
と
ど
く

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
再
吋
の
悶
何
槻

議
摺
掴
齢
貼
み
湘
掛
絞
義
な
く
す
運
動

晶
明
柑
凡
地
理
縁
側
を
守
る
運
動

怪
我
認
院
総
で
浴
銭
的
問
げ
料
大
制
抑
る
の
は
い
け
ま
品
百
ん
。
ガ
ー
ゼ
タ
オ
ル
か
手
仲
判
明
、
そ
の
銭
的
悼
を
際
)
景
品
m
m
w
創
期
中
小
者
あ
て
て
世
相
大
体
、
品
悼
の
ニ
翻
以
上
の
皮

な
ζ
と
減
、
樹
機
内
川
の
回
開
設
と
掛
唱
の
方
が
良
い
の
で
す
'e

何
回
み
、
そ
の
よ
を
泌
総
か
ど
ニ
で
ゆ
る
く
緩
い
て
お
き
ま
す
。
鐙
の
火
鰯
N
M
鳴
た
と
え
元
気
に

畿
明
、
す
。
つ
ま
号
、
早
く
出
血
大
出
荷
な
俄
の
場
合
法
、
医
者

1
ん
で
地
帯
器
、
さ
ら
に
そ
の
よ

w
閣
制
限
に
は
声
援
を
用
い
て
偲
見
え
て
も
機
蚤

κ扱
む
な
け
れ

キ
ゑ
め
る
ζ

と
、
銭
円
村
者
化
抽
臓
の
鮎
瀞
盟
問
を
受
け
な
け
れ
ば
抽
な
ち
か
ら
浮
い
ギ

i
ル
紙
か
氷
山
内
を
け
に
後
か
せ
、
一
そ
の
際
毛
布
か
ば
な
き
ま
せ
ん
。

さ
せ
な
い
乙
と
の
絞
殺
で
す
。
ま
せ
ん
が
、
出
血
の
骨
髄
し
い
と
あ
て
て
、
足
ぎ
か
手
衡
の
効
か
衣
類
を
体
の
隠
附
臓
に
あ
て
℃
体
車
部
く
な
っ
た
穏
疫
の
緩
い
も

転
ん
ど
り
紛
が
緩
下
し
て
体
き
は
祭
品
告
の
悶
加
え
る
ま
で
止
鼠
な
い
よ
う
に
綴
後
し
ま
す
。
を
一
戸
塚
区
縛
ち
つ
け
、
融
制
か
な
の
な
ち
、
受
気
に
絞
れ
な
い
ょ

に
滋
っ
た
と
る
の
打
制
捜
持
拡
は
、
法
を
行
い
、
本
人
が
た
と
え
一
活
経
演
の
綴
僚
は
、
背
開
く
あ
げ
い
よ
う
に
し
て
滋
び
ま
す
。
う
に
す
る
た
め
、
チ
ン
ヲ
絡
が

皮
下
の
綴
織
で
絡
む
議
会
は
ず
気
で
も
繁
務
を
守
ら
せ
ま
す
。
さ
せ
て
お
く
と
絡
み
が
楽
で
す
山
内
緩
や
け
ど
に
は
、
出
拡
散
締
が
コ
併
殺
い
の
で
す
が
、
な
け
れ

ヤ
抗
削
樹
擬
布
脅
し
ま
す
。

7
1
i
s
i
l
e
s
i
-
-
i
i
j
z
)
i
a
g
i
l
i
-
-
4
4
3
1
i
i
e
z
i
J
総
く
な
っ
た
程
度
(
銭
]
疲
-
火
ば
オ
り
1
ブ
時
間
か
ヲ
セ
ヲ
ン
、

F

総
ず
れ
、

1主
義

な

ど

一

と

っ

さ

の

手

当

と

L
g
か
主
ぶ
く
れ
の
匂
き
る
喜
せ
の
警
暴
様
、
ぞ
れ
…

の

擦

遜

症

や

制

制

し

財

閥

、

切

ち

府

開

…

…

ょ

…

も

の

(

第

二

笈

火

財

閥

〉

段

階

聞

が

を

塗

っ

て

総

務

を

し

て

お

け

ば

一

言
2
2も
の

で

あ

れ

ば

一

家

庭

の

看

護

J
Eれ
て

寺

号

、

あ

と

を

去

で

す

。

一

マ
1
必
・
ね
か
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
告

j
?
?
?
i
i
i
、

i
i
i
j
i
g
-
-
i
!
i
j
:
i
e
i
l
i
l
i
a
-
-
1
識
摘
す
も
の
〈
蹴
綿
一
日
付
申
挽
火
傷
)
そ
し
も
や
け
か
か
り
ゃ
す
い
持
伸
一

幾
三
，
、
縦
揺
を
し
ま
す
。
欽
み
も
の
は
与
え
ず
に
、
約
符
齢
制
し
た
ら
し
い
時
は
、
そ
れ
以
上
の
第
開
度
失
傷
ま
で
あ
燃
の
入
浴
場
帯
雨
か
ら
、
手
疑
者
…

マ
1
キ
ロ
〈
子
供
で
マ

1
存

者

稼

え

た

ち

氷

片

を

含

ま

せ

る

の

部

位

争

裁

か

き

な

い

よ

う

に

ち

ま

す

，

。

マ

ッ

サ

i
H
r
uて
鼠
の
借
問
欄
期
後

ロ
に
か
ぶ
れ
る
子
は
仲
院
議
〉
や
か
、
援
し
た
ガ

1
ぜ
明
、
門
判
中
毒
脳
同
翼
民
扱
う
乙
と
い
か
み
八
洲
判
明
、
、
時
悼
の
三
分
の
ご
机
と
み
↑
火
財
閥
よ
く
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
お

ヨ
l
F
チ
ン
や
は
附
閉
口
作
品
議
接
拡
う
く
ら
い
w
糾
し
て
お
き
ま
す
勿
識
も
ん
だ
ち
事
ず
っ
た
ち
は
は
鐙
命
に
品
地
検
が
あ
h
ッ
、
議
題
く
ζ

と
で
す
@
綴
僚
か
か
る
人

総
p
子
氏
、
財
閥
同
の
ま
わ
ち
に
捻
蕊
・
符
務
話
ず
く
ぴ
や
足
く
大
桝
病
院
判
明
じ
ず
。
折
れ
た
と
ζ
ろ
が
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
と
も
、
栓
は
秋
か
ら
ど
タ
ミ
ン
の
内
阪
か

滋
り
、
淑
関
口
は
オ
キ
シ
フ
ル
で
ぴ
仇
ぞ
く
じ
い
た
と
き
は
、
や
た
が
総
ち
な
い
よ
う
に
、
開
問
賠
艇
の
然
の
あ
る
よ
う
な
火
衡
は
愈
綴
モ
ヤ
シ
な
ど
を
湾
問
m
ず
る
と
効

仲
間
う
よ
う
に
す
る
の
が
安
き
ち
に
も
ん
だ
ち
き
す
っ
た
り
し
警
喜
一
一
つ
の
関
節
者
溺
笈
ず
で
す
か
ら
、
す
「
緩
苦
手
滋
泉
が
あ
り
ま
す
。
警
は
蹴
削
減

す
。
創
口
に
鋭
絡
線
脅
か
ぶ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
綴
ち
し
た
る
〈
耐
別
手
骨
園
、
然
災
は
然
殺
と
を
求
め
る
ζ
と
で
す
。
卦
執
務
、
ホ
ル
モ
ン
紋
後
々
ど
。

(鋳三種霊軍主主総襲撃湾〉

防
災
の
口
H

買
災
い
わ
く

ぷ
怖
く
の
牧
い
緩
み
官
宅
む
典
V

象
い
よ
、
あ
の
人
提
も

惑
い
ん
花
ぜ
L

ゑ

議
文
募
集

「
明
答
く
恋
し
い
滋
挙
」

わ
が
附
磁
の
総
会
政
治
の
発
還

に
脇
陣
火
な
務
納
税
者
の
ζ
し
、
品
単

界
平
和
の
抑
制
出
悼
の
た
め
に
獄
券

き
れ
た
尾
待
行
線
路
州
払
智
治
附
闘
し

そ
の
怒
帽
閣
を
緩
淡
し
、
管
制
却
の

晶
概
念
な
政
治
隊
機
の
向
向
上
と
実

際
げ
料
品
棋
史
た
せ
る
た
め
に
、
岳
山

開
闘
の
資
総
か
ら
「
間
関
る
く
去
し

い
選
挙
」
を
実
現
ず
る
怒
凶
闘
で

自
由
な
題
点
唱
と
出
問
機
明
、
料
開
交
を

纂
殺
し
、
蹴
慨
秀
作
品
を
選
ぴ
、

そ
の
方
々
の
品
世
相
胤
を
得
て
、
討

総
会
者
行
な
い
ま
す
。

・
開
問
苔
字
世
間
原
稿
耐
用
紙
、
十
枚

内
説
得
と
す
る
。

・
一
然
資
持
労
女
〈
学
会
を
合

h
v
v

ニ
十
五
才
ま
で

-
拙
澗
相
問
、
九
月
二
十
日
ま
で
。

.
送
時
先
東
京
綴
千
代
防
隊
永

田
同
町
]
務
絡
の
…

回
閥
均
行
機
問
削
念
総
開
凶
猪

，
地
問
刑
棋
は
十
月
十
五
円
口

な
お
、
一
巡
鈴
会
は
、
入
滅
的
作

成
捕
の
う
ち
か
ら
選
ぴ
、
治
情
拘
闘
の

議
還
に
つ
い
て
滋
閥
沖
地
河
市
戒
し
ま

す。

ツ
ベ
ル
ク
ザ
ン
反
応

判。.
C
-
G接
種

緩
和
北
線
で
行
な
わ
れ
て
い
る
公
隊
、
滋
機
会
開
聞
な
ど
政
府
の
ふ
闘
終
年
余
、
健
康
探
検
な
ど

霊
務
執
試
は
、
行
政
際
察
ぎ
関
係
機
関
と
し
て
の
徐
殺
者
行
の
季
語
倹
に
つ
い
て
。

業
務
の
一
忽
と
し
て
行
な
わ
れ
っ
て
い
る
と
ζ
ろ
に
剖
却
す
る
総
・
怒
絵
、
途
族
怨
ム
置
な
ど
に
つ

て
い
る
一
も
の
で
サ
が
、
今
出
陣
は
持
続
を
放
鋭
い
ま
す
。
い
て
。

行
政
断
臨
終
燃
の
内
篠
弘
ぞ
お
知
ち
ま
た
、
燃
や
治
酔
持
続
で
行
な
・
税
務
欄
輔
の
樹
執
務

κ関
す
る
時
間

せ

し

ま

す

，

っ

て

い

る

図

か

ら

の

委

筏

の

校

隊

。

行
政
敏
索
開
珂
は
耐
間
後
ず
る
役
惑
も
栴
眼
鏡
い
ま
す
が
、
衆
お
よ
・
そ
の
総
出
掛
mw
業
務
一
般
に
つ

部

閉

か

び

市

町

村

が

独

自

で

付

沿

っ

て

い

て

お

気

付

の

ζ
と
な
ど
で
す

日
行
致
騨
開
務
庁
の
…
務
関
は
と
し

f

い
る
も
の
〈
慰
稲
談
市
し
織
の
会
漆

て
々
抑
制
抑
滋
的
問
闘
m
w
h
山
問
先
機
関
関
吾
川
μ

を
官
官
官
帯
磁
)
は
対
翁
絞
め
向
叩
し
山
皆
、
千
葉
県

も
ち
、
附
践
の
行
政
選
仲
間
の
災
体
術
開
象
と
し
て
い
ま
何
日
波
数
務
総
か
、
県
内
各
怒
町

脅
然
お
よ
び
市
町
村
ま
で
…
繁
樹
示
せ
ん
。
村
氏
制
緩
寵
さ
れ
て
い
る
笠
義

の

し
て
調
査
し
、
そ
れ
ら
の
行
政
の
・
鈴
ば
、
線
引
吋
談
岡
県
の
と
ζ

ろ
で
す
。

2
7総
務

雲

行

な

わ

れ

識

輔

の

義

に

つ

い

相

談

山

刀

法

紋

、

議

長

で

て
い
る
か
、
滋
十
棋
の
社
会
情
勢
柑
殺
で
不
饗
な
と
と
も
、
健
湾
総
後
で
も
差
支
え

か
ち
か
け
際
れ
て
い
な
い
か
な
封
行
・
登
記
な
ど
の
あ
ら
ま
せ
令

ど
を
酔
加
祭
調
査
し
て
、
各
後
庁

4

窓
口
事
務
そ
の
な
お
、
我
孫
子
療
の
行
殺
繍
絞

w
h
拘
謂
嶋
摘
し
て
、
脳
同
間
関
の
た
め
に
他
に
つ
い
て
不
緩
や
関
唱
で
い
現
質
問
貝
は
渡
辺
議
弁
鵠
説
会
〈
災
孫

便
穏
な
一
行
政
の
盤
内
務
に
努
カ
し
る
と
と
。
子
耐
附
務
官
閥
単
d

ス
ニ
一
一
七
割
常
品
調
、

て
い
る
と
と
ろ
明
、
す
。
・
帯
同
官
内
出
拭
4
湖
、
学
後
他
胞
設
、
絵
師
貼
叫
砧
ニ
一
一
六
務
〉
で
す
。

ど
ん
な
努
談
を
磁
扱
う
か
食
そ
の
他
敏
樹
開
花
凶
関
す
る
ζ
と

ζ
m
w
行
後
紛
談
を
利
一
間
用
し
て

γ
小
学
a
不
潔
h
怯
ど
関
の
山
間
然
・
訪
中
浴
田
開
設
、
同
月
愛
篠
弘
札
、
滋
〈
ど
き
h
v
a

輪
開
闘
に
関
す
る
ζ
と
は
も
ち
ろ
ザ
ナ
議
叫
弘
、
身
障
者
綴
殺
な
ど
に

ん
、
問
問
鉄
、
糊
骨
骨
知
れ
滅
私
件
、
全
国
岡
つ
い
て
国
闘
っ
て
い
る
ζ
と。

十
万
円
の
特
別
給
付
金

戦

髄

窮

者

の

妻

に

戦
割
問
液
晶
鳴
山
桃
怖
の
榊
滑
に
対
し
て
い
な
か
づ
た
腕
時
法
、
そ
の
総
統

特
別
給
付
金
者
支
給
さ
れ
る
乙
人
以
伊
由
同
品
川
の
鳴
で
死
亡
し
た
者

と
に
な
り
ま
し
た
9

の
蛾
鱗
求
が
で
き
ま
す
。

と
の
給
品
目
金
は
、
緩
和
制
守
二

ζ
m
w
法
律
は
、
州
閉
山
和
問
間
十
一

年
七
月
七
日
以
後
民
会
務
上
明
、
年
限
月
一
お
か
ら
絢
行
き
れ
る

負
傷
し
た
と
か
、
淡
総
に
か
か
も
の
で
、
総
絡
会
争
受
け
る
権

与
不
日
問
機
特
例
に
な
っ
た
者
で
、
出
利
者
一
ニ
線
以
内
w
h
行
な
わ
な
い

限
初
公
十
八
緑
酒
月
「

g
溺
骨
伐
と
、
時
効
と
な
ち
ま
す
。

に
問
問
給
油
開
創
出
表
ニ
の
描
剛
一

t拙
捕
鯨
肘
し
い
ζ

と
絞
殺
会
総
ま
で

)
阜
市
引
窓
(
尉
問
綴
怒
入
手
側
械
に
知
山
お
い
で
く
だ
さ
い
e

入
き
れ
て
い
る
v

k
後

期

制

す

る

手

議

燦

公

僚

の

金

者
の
緩
w
h
災
杭
制
さ
れ
る
毛
の
で

す

@

蜘

級

繰

上

げ

償

還

た
ど
し
、
関
和
一
一
一
十
八
緑
樹
間
昭
和
利
二
十
九
年
猪
行
の
叶
鳴
き

月
二
祭
円
以
後
、
昭
和
利
附
間
十
一
加
盟
ザ
議
然
公
債
る
品
市
い
に
づ
い
て
は

四
月
一
同
局
内
品
約
に
凶
綴
争
終
く
一
一
一
十
一
録
十
…
料
品
か
ら
会
総
繰

し
た
灘
、
樹
齢
繍
摘
し
た
者
な
ど
に
上
げ
時
間
滋
壱
日
付
怠
っ
て
い
ま
す

は
官
民
総
き
れ
ま
ぜ
ん
。

M

炉
、
添
加
市
十
一
汚
一
ユ
十
日
夜
り

特
別
払
相
殺
A
E
m
w
相
閣
は
、
十
日
々
で
後
継
が
消
滅
し
ま
す
。

間
件
以
内
と
し
十
傘
円
以
内
に
蹴
問
調
胤

ζ
m
w
公
債
を
お
終
ち
の
だ
は

す
る
無
利
子
の
籾
州
各
機
補
償
で
交
窓
券
総
務
の
沿
金
骨
材
錦
織
貯
と
剖
引

H

刊

さ

れ

ま

す

。

き

後

先

に

お

気

払

い

い

た

し

ま

す
の
旬
、
滋
急
援
寄
与
の
乎
案

、
給
付
金
を
受
け
る
綴

銀
行
中
市
、
交
感
に
て
交
換
し
て

測
の
あ
る
者
が
、
昭
和
一
一
一
十
八
く
だ
さ
い
。

年
極
月
二
お
か
ち
、
叩
附
利
附
間
十
な
材
、
利
払
に
つ
い
て
は
、

一
年
間
口
月
一
絞
ま
で
に
死
亡
し
時
吋
効
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

た
場
合
、
減
℃
曲
部
に
組
問
求
し
て
間
引
事
換
え
い
た
し
ま
せ
ん
。

給
金
嬢
募
集

蹴
期
間
間
小
学
校
の
払
料
品
政
側
開
を
次

の
と
お
与
察
組
畑
し
ま
す
@

A
受
験
時
A
務
H
H
二
十
才
か
ち
間
間

十
念
ま
で
の
女
子
〈
学
区
内
)

A
務
総
人
員
日
間
名

A
申
込
受
付
nu緩和料開問中
1

…
特

九
月
十
g
J九
持
品
目
…
十
日
数

帯
胃
袋
凶
例
会

ゑ
線
開
州
諸
J

附
A
U十
nn
一円割

晶
体
何
滋

3
酎
町
一
鍛
殺
の
給
与

務
総
に
つ
い
て
は
、
料
紙
嚇
開
納
税

員
会
w
h
開
問
い
合
せ
で
く
だ
さ
い

ツ
ベ
ル
ク
ヲ
ン
反
応
、

B
C
一

G
接
種
を
次
の
と
お
ち
行
な
い
一

ま
す
。
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